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要旨：
日本では明治維新以後の西欧化により日本の伝統文化の衰退あるいは消滅の危機を迎え、大正末期に柳宗悦が民

藝運動を起こして、地域固有の材料や技術を用いた民衆の芸術の研究調査と収集を行った。90年後の現在、地方創
生の政策の元で、日本各地の地域資源である手工芸や伝統をフィールドとして、服飾デザインを通じた手漉き和紙
や藍染さらに縞織を通したまちづくりに参加してきた。そこで、それぞれの地域あるいは個人がどのように地域資
源のレジリエンスを具体化しているかについて、調査研究するとともに服飾創造を行うのがここでの目的である。
レジリエンスの現状と概念規定については枝廣淳子の『レジリエンスとは何か』をまた、ここで重視している文化
芸術での地域文化・産業の活性化あるいは創生の立場では、中川眞の『アートの力』の事例を参考にした。
　具体的には本論は長門市で 7 年間地域の農業文化・産業の復興を目的に取り組んできたアグリアート・フェス
ティバル2019と、複数以上の国の若者を対象とした国際交流による服飾造形の共創を目指すスーパーグローバル・
ファッションワークショップ2019を事例として検討したものである。

Abstract: In  Japan, Westernization  after  the Meiji Restoration  led  to  the  decline  or  disappearance  of 
Japanese traditional culture. At the end of  the Taisho era, Muneyoshi Yanagi  launched a  folk art movement 
called ‘Mingei-undo’, during which he conducted a  research study of popular art using  local materials 
and  techniques and collected popular  art. Ninety years  later,  under  the policy of  regional  revitalization, 
reconstruction activities such as handicrafts and traditional industries, which are local resources in various parts 
of Japan, are being carried out.
           The author has participated  in handmade Japanese paper-making,  indigo dyeing, and  fabric-weaving 
workshops here in Yamaguchi Prefecture during the research of clothing design and community development. 
Therefore,  the purpose of  this  study  is  to research and study how each region or  individual embodies  the 
resilience of local resources and to create clothing. For the current status of the concept of resilience, see "What 
is Resilience?", by Junko Edahiro. The emphasis on revitalizing or creating regional culture and  industry  in 
cultural arts, which we emphasize here, is based on the case of Shin Nakagawa's "Art no Chikara."
     Specifically, this paper focuses on the ‘Agri-art Festival 2019’, which has been working on the revival 
of agricultural culture and industry  in the region for seven years, and the ‘Super Global Fashion Workshop 
2019’ which aims  for the co-creation of  fashion modeling through  international exchanges  for young people 
from more than one country.

キーワード：服飾デザイン　地域資源　レジリエンス　まちづくり　和紙　藍　縞織　
Keywords：Clothing Design, Regional Resources, Resilience, Community Development
　　　　　Handcraft Japanese Paper, Japan Blue, Striped Weaving

*  山口県立大学大学院国際文化学研究科教授
** 山口県立大学大学院国際文化学研究科２年
***山口県立大学大学院国際文化学研究科１年



― 28 ―

服飾デザインと地域資源のレジリエンス〜スーパーグローバル・ファッションデザインワークショップ2019とアグリアート・フェスティバル2019を事例として〜

はじめに
　現在、日本の各地域では近代化に伴う工業化によっ
て、地域で育まれてきた伝統工芸や産業が衰退あるい
は消滅するという事態に見舞われている。このような
現象はすでに明治維新以後に起きている。日本は江戸
時代の鎖国によって固有の文化を育み創造してきた。
それ故に、西欧諸外国は日本文化の固有の創造性を評
価し愛でることによって、それぞれの国でジャポニス
ムが起きた。
　しかしながら、近代化＝西欧化という政策の元で、
生活文化の価値が変容されていった。大正末期になり
日本の地域で生み出されていた生活造形の喪失に危機
感をもった柳宗悦がアーツ＆クラフツ運動の影響を受
けつつも、民衆が地域で生み出してきた芸術である生
活工芸の価値を再認識するために河井寛次郎や浜田庄
司とともに民藝運動を開始した。
　それは宮中や高級市民に向いた伝統工芸ではなく、
地域の生活者を対象とした手工芸であった。柳は地域
の素材や固有の技術によって生み出された衣服を含む
生活道具に価値を見出し、全国各地を歩き、地域の民
衆の芸術である民藝を収集したのである。柳は民藝に
対して人々がもつ「親しみ」を根底の思想として大切
にしていた。現代の「今なぜ民藝か」という視点で、
民藝について研究している鞍田崇は『民藝のインティ
マシー　「いとおしさ」をデザインする』の中で、親
しみを「いとおしさ＝インティマシー（注1）」と形容し
ている。
　本論では概念論議をするというよりも実践活動の検
証を通じて、地域資源のレジリエンスについて検討す
るものである。しかし基本として、地域固有の文化や
歴史さらに伝統から生み出されるものやそれを作り出
す人に対する愛おしさあるいは親しみという感情が、
ひいては地域への愛情や誇りを生み出すものではない
かという仮説を考えている。
　以下では、長門地域で実践してきたアグリアート・
フェスティバル、および国際交流と地域資源を結びつ
けインバウンドデスティネーションとして磨いていく
というコンセプトの元で活動したスーパーグローバ
ル・ファッションワークショップを事例とした、地域
資源を活用した服飾デザインが、どのようなレジリエ
ンスによって地域活性化に繋がっているのかについて
検討する。
　第 1 章ではまず水谷がレジリエンスの概念のもつ意
味や現代の思潮について述べる。特に、研究創作の概
要と方法について枝廣淳子の『レジリエンスとは何か

（注2）』を、また、芸術文化を通じた地域再生について実
践的研究の嚆矢とも言える中川真の『アートの力（注3）』
をそれぞれ参照し、服飾デザインと地域資源のレジリ
エンスについての可能性について検討する。
　第 2 章では髙橋がスーパーグローバル・ファッショ
ンワークショップ2019の実施内容やプロセスを検証す
る。第 3 章では、アグリアート・フェスティバル2019
「光の棚田」についての概要とそこで製作された作品
のコンセプトや実際の作品について、下川が述べる。
また、そこでの「移住」をテーマにして具体的にデザ
インされた作品について、田村が自らのグループの作
品製作のプロセスと作品について述べる。
　本論全体を水谷が監修するとともに、おわりに地域
資源のレジリエンスを検討することを通じて、ここで
の研究方法や成果が地域の課題解決の実践としてどの
ような提案ができるかについて述べる。

１章
（１）地域におけるものつくりの変化と背景
　柳宗悦が民藝運動を起こした背景は、工業化によっ
て人々が長年、地域の生活文化を基盤として手仕事に
よって作られてきた手工芸が失われようとしているとい
う状況であった。影響を受けたイギリスのアーツ＆クラ
フツ運動が工業化によって、手工芸の時代に生み出さ
れた造形美が下がったことにより、中世の手工芸に帰
ろうと呼びかけたのとは異なっている。日本の地域で育
まれてきた、無名の職人によって作られる日常の道具と
しての手工芸の再興に眼差しが向けられたのだ。
　それから約90年近い時間が経て、現在の日本は脱工
業化が進んでいる。人々の関心はものよりもことへ、
そしてものやことは実態がつかみにくい情報になって
いる。グローバル化および高度情報化社会となり、自
分が暮らす隣近所のことはほとんど知らないが、世界
の動きや好きな領域で共感し合える他人とのコミュニ
ケーションに関心が高まっている。
　1970年代から1980年度における工業化によって行き
着いた大量生産、大量消費の時代、さらにブランド至
上主義の時代を迎えた。デザインは流行を生み出し、
消費を訴求する装置の側面が強くなり、人々の暮らし
を豊かにし、新しい価値を体験するということを凌ぐ
ほどになった。
　そして1991年のバブル経済の崩壊を体験した。そこ
から人々は地に足がついた普通の暮らしへの関心が高
まる。現在は、この時代の結果生まれてきたファスト
ファッション隆盛の時代の真っただ中にいる。
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　一方で地球温暖化によるダメージが世界規模で起き
ているために、地球環境の持続可能性への関心は、一
部の環境に関心がある人のみならず、世界規模の普通
の人々に共通の関心事となっている。つまり、サステ
ナブルな社会の創造が地球規模の課題となっている。
2015年に国連で提唱されたSDGsに基づき、世界では
17のサステナブルな開発目標に向かって進んでいる。
　特に2011年に起きた東日本大震災を経験し、多くの
日本人が人と人の絆や人と地域との関わりについて大
切に考えるようになった。心の底から湧き出るような
地域への愛着が地域のレジリエンスに大きく貢献する
のではないか。この仮説を裏付けるような現実がある。
　人々は安価で手軽にモードを体験できるファスト
ファッションに傾倒しつつも、誰がどのような考えや
方法によって作っているかを理解し、共感を覚えるこ
とで、値段は高いけれど、質のよいものを購入すると
いう、消費行動が生まれている。その対象は東北の地
域発ブランドである（注4）。
　一方で、地域創生という政策による流れもある。バ
ブル経済の頂点に達しようとしていた1980年代の終わ
り頃に、地域創生の政策である「 1 億創生」の事業が
全国に広まり、地域ごとに地域振興の事業が行われ、
地域への意識が浸透したと言ってもよい。
　東京への一極集中やグローバル化さらに情報化の進
展によって、人々の暮らしが地域コミュニティから遊
離し、暮らしそのものが地域と希薄な結びつきしかな
く、情報の中にリアリティを感じるという生活スタイ
ルはその後も進行した。
　筆者はブランド化、グローバル化した情報文化とし
てのファッションとは異なる、地域コミュニティの創
造という視点からオルタナティブな服飾デザインを
提唱し、京都（1981年-1994年）や山口（1994年−現
在）において創作活動を行ってきた。そこでは、地
域の伝統文化や産業に焦点を当ててきた。特に、最
終的な表現メディアとして地域コミュニティととも
にファッションショーを運営することから、地域の活
性化に関する企画運営を行なってきた。ここでは、服
飾デザインの可能性として服飾ビジネスに貢献する機
能だけでなく、コミュニティの創造、発展さらにその
地域を土壌とする開発に、服飾デザインは活用できる
のではないかという仮説を立てて1994年から山口県を
フィールドとして活動を行ってきた。
　2003年に地域の伝統産業であった柳井縞が復活して
10周年記念のファッションショーの演出や服飾デザイ
ンを依頼されたことをきっかけに、地域の伝統産業や

工芸とのつながりができ、玖珂縮、徳地手漉き和紙さ
らに防府市富海の藍の郷づくりなどの活動へと展開さ
れてきた。
　東日本大震災以後に安倍昭恵夫人とこれからの社会
で、農業が果たす役割が大きいという共通の認識を持
ち、長門市で棚田の景観保全や農業文化振興を目標と
するアグリアート・フェスティバルを2013年から開始
した。若者への農業のある生活への訴求としてスタイ
ルから入るのは有効ではないかという考えのもとで、
モンペを改良しおしゃれな作業着として提案する
mompekkoを開発してきた。特に、ファッション
ショーで提案して終わりではなく、実際に商品開発を
して地域内外にて販売実験も行なってきた。
　それぞれの手工芸家は紙漉きや藍染の原料の段階と
加工する段階との両方で農業に大いに関わっている。
地域の伝統工芸や産業のアトリエを訪問することから、
稲作、野菜や果物栽培などだけでなく、綿、楮や三椏
さらに蓼藍なども地域での重要な農業であった。改め
てその認識が持てたことは新鮮な驚きであり、学生と
ともに共有できた。それを地域の人々にファッション
ショーを通じて発信してきた。
　上記の仕事は農閑期の仕事で重労働であり、自然に
左右されるという負荷があった。近代化により日本の
地域に大規模な企業の工場が進出され、地域の人々の
労働力が工場へ吸引されて行くことで、伝統工芸や産
業があっと言う間に衰退するということがあった。た
とえば、山口市の徳地では1973年頃に藤木地域のほ
とんどの家で紙漉が行なわれていたが、男女を問わ
ず人々はバスで送迎される工場での仕事へと移ってし
まった。地域の誇りとして継承することの大切さを感
じた家のみが、他所での仕事をやめて再び地域の伝統
産業を守る活動に戻っている。
　現在、日本ではAIやIoTの普及の時代が今そこまで
来ており、都会への一局集中が加速度的に進展してい
る。一方、この現象に歯止めをかけるべく、政府の地
域創生政策により「地域おこし協力隊」の制度が平成
21年に誕生した。その結果、多くの若者が都会から全
国の中山間地域に入り、家族あるいは地域コミュニ
ティによって継承されてきたが、消滅寸前の伝統工芸
や原材料生産などを継承し、新しい視点からビジネス
を起す役割を担っている。
　山口県の各市町村もその例外ではなく、少子高齢化
が急速に進んでいる中山間地域や郊外地域で、地域お
こし協力隊が活躍している。筆者は当初は山口市の歴
史的、文化的、さらに人物との関わりから生まれる地
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域資源に着目していたが、2000年初期から柳井市、長
門市、防府市などとの関係の中で、地域おこし協力隊
やそれを卒業して地域で活動している若者たちと関わ
りながら、服飾デザインの創造活動を継続してきた。
　地域振興に対して、他者性の役割や意味についても
具体例の中で検討したいと考えている。地域おこし協
力隊のみならず、筆者も長年、山口に暮らしていると
はいえ、外から来た人間である。地域の人の自らの地
域への愛着だけでなく、外者がその地域で暮らすこと
で、比較対象することから生まれるアイデアや情熱に
も注目する必要があると考える。

（２）地域資源と国際交流そしてワークショップ
　筆者は2000年頃からフィンランドとの交流をはじめ、
その結果、客員教授としてヘルシンキ芸術デザイン大
学大学院（現アールト大学大学院）に半年滞在した。
これをきっかけとしてフィンランドのデザインに対す
る価値観、手法などに触れ、新しくデザインの視野が
広がった。その後、所属する山口県立大学が国際共同
研究に力を入れることになり、フィンランドの北極圏
の入り口にあるラップランド大学との共同研究を提案
した。この提案がラップランド大学から受け入れられ、
2009年から共同研究が開催された。
　その時に、山口の地域資源とフィンランド特に北
方地域の地域資源を活用した服飾を創作するワーク
ショップを毎年 1 回、ラップランド大学で開催し、同
じスタイルで2017年まで継続した。2016年からは山口
に海外の大学から教員や学生を招待し、山口の地域資
源を使ったワークショップ、スーパーグローバル・
ファッションワークショップを継続して開催している。
2019年の事例については第 2 章で詳細を述べる。
　山口市徳地の手漉き和紙は 4 回のワークショップに
おいて 3 つの工房で実施してきた。防府市では産学公
民で活動している「藍の郷づくり」の拠点である旧清
水家住宅と草衣so-iで藍染めのワークショップを開催
した。草衣は藍の郷づくりの一環で、防府市の地域お
こし協力隊として東京から移住してきた若者が卒業後
に立ち上げた藍染め専門の工房である。
　主に手漉き和紙と藍染めを活かしたワークショップ
を各工房で実施してきて、2018年にある考えが筆者の
脳裏によぎった。
　身近な人々が顧客の対象ということが基本であるが、
時代性としてインバウンドが特定の都会から地域に広
がりつつあることを捉まえて、2019年から各工房とそ
こでのワークショップをインバウンド観光のデスティ
ネーションでありその目的とすることがレジリエンス

を高める 1 つの方法なのではないかと考えた。
　海外のゲスト参加者と工房の主宰者の両方で、伝統
工芸の捉え方、技法、手仕事の価値観やその内容など
について、国際文化比較をしながら進めて行くことが
可能である。また、工房が国際化することで工房のグ
ローバルな存在感が生まれる。また、指導者も海外の
人々が興味を持つ視点や指導方法について、コミュニ
ケーションをとる方法なども学ぶことになる。
　こうした経験を重ねることで、我々を介さない方法
で、世界で興味をもった人が来る場合にも、工房の主
宰者はスムーズにインバウンド観光客を受け入れるこ
とが可能ではないかと考えて、ワークショップを計画
した。他者の視点として、海外のゲストは元より、山
口県立大学企画デザイン研究室の筆者を含め学生もほ
とんどが山口市あるいは防府市外の出身者であり、上
記したように外者である。彼らは新鮮な眼差しをもっ
て非常に情熱的にワークショップに挑んだ。もっとも、
草衣の主宰者も東京からの移住者であり、他者性が防
府市富海で新たにはじまった藍の郷づくりに活力を与
える 1 つのきっかけになることが期待されている。

（３）改めて地域資源のレジリエンスとは
　本論のテーマは「服飾デザインと地域資源のレジリ
エンス」である。レジリエンスという英語resilience
は、「復元力」「弾力性」「再起性」と訳される。も
ともとは物理用語の一つだった言葉だが、現在では生
態系の分野や心理学の分野で概念として発展してきて
いる。枝廣淳子は『レジリエンスとは何か』で、レジ
リエンスは「しなやかに立ち直る力（注5）」と表現して
いる。「教育、子育て、防災、地域づくり、温暖化対
策など、さまざまな分野で使われるようになっており、
数多くの『レジリエンス向上』のための取り組みが展
開されています（注6）」と述べている。また、2008年の
リーマンショックによる全世界を巻き込んだ経済領域
で、アメリカを中心にレジリエンスが問われてきた。
　ここでは芸術文化による地域文化や地域産業の再興
としてのレジリエンスについて注目している。中川真
の『アートの力』で紹介された以下の事例はこの領域
でのレジリエンスについて捉えた嚆矢である。2006年
に起きたジャワ島中部大震災以後のガムラン音楽によ
る共同活動（注7）や2011年に起きた東日本大震災で被害
にあった地域の誇りであった神楽の復興に向けた支援
や地域コミュニティの活動（注8）について、中川は調査
研究を行うとともに自ら共同創作などを通じて実践的
に研究活動を行っている。
　筆者は芸術文化活動を通じて、地域の課題を発見し、
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創作活動を通して発信しながら、地域内外の人々がそ
の課題を共有し、解決に向けた行動を協働し、共創す
ることを目指してきた。
　そのために、地域資源のレジリエンスという時のレ
ジリエンスを、「再生する力」と定義する。
　山口県立大学企画デザイン研究室は長門市からの受
託研究を受けて、アグリアート・フェエスティバルを
継続してきた。2018年と2019年には行政から地域課題
として「移住」というテーマを提案されて、ファッ
ションショーやシンポジウムのテーマにしてきた。長
門市を代表する棚田がある宇津賀地区では少子高齢化
と農業離れが進んでいる背景から、「移住」への期待
が高まっているのだ。
　長門市における活動はアグリアート・フェスティバ
ルと同時進行で、中山間地域における地域活性化の活
動を、長門市宇津賀地域をフィールドとして実施して
きた。宇津賀地区地域づくり協議会とともに、地域資
源の商品開発におけるパッケージや売り方などの提案
を行なった。具体的には宇津賀地区では竹炭を使って、
長年住んでいる住人やUターンで帰ってきた人々が新
しい地域活性化に向けたコミュニティを作り、商品開
発をしようとしていた。山口県の中山間地域若者元気
創出事業によって、ゼミの学生が地域とともに商品開
発を担うという実践を行ってきた。
　アグリアート・フェスティバルがはじまってしばら
くして、2019年に長門市で第25回全国棚田（千枚田）
サミットが開催されることが決まった。長門市には日
本海に面した棚田100選に選ばれている東後畑の美し
い棚田がある。この棚田のブランディングがファッ
ションショーのテーマの根底にあった。
　アグリアート・フェスティバルは第 2 回目から命名
した名称である。ファッションショーを中軸として、
地域の農業を考えるミニトークショー、ミニコンサー
トや舞踊などを同時開催して、芸術文化から農業文化
と産業を振興しようとしたのである。
　そのためには、実際に田植えや稲刈りのイベントを
実施して、地域の人々に伝統的な農業を改めて再認識
する場にするとともに、地域の高校生や筆者のゼミ生
たちには、農業のみならず、稲作とともにあった日本
の伝統文化についても新たな認識を持つように意図し
て開催を継続してきた。
　山口市では2015年に産学公が共同で山口市徳地地域
に伝統的に継承されてきた手漉き和紙で地域づくりを
しようとする総合的な活動に参加した。総務省の支援
を受け、三椏畑を作る農業分野、徳地手漉き和紙を通

じた商品開発の部門に分かれて実施した。筆者は高知
県梼原で紙漉を行なっているロギール・アウテンボー
ガルドを山口に招聘して、和紙のモニュメントを作る
ワークショップを地域の人々と開催した。
　また、和紙による服飾デザインを山口で活動してい
る作家に呼びかけ、山口県立美術館で展覧会を開催し
た。その他に協力したものとして、フィンランドのマ
リメッコでファッションデザイナーとして活躍してい
る大田舞を呼んで、徳地手漉き和紙のブランディング
を行なった。その他、ラップランド大学から山口県立
大学に交換留学している大学院生や地域で創作活動を
していたオーストラリアの若者と一緒に、ヒンメリに
よる創作や地域のシャッターや白壁に絵を描くなどの
コーディネートを研究室で行なった。

（４）作業着とオシャレ着であるmompekkoとゼロウェイスト
　地域の生活道具としての衣服や布、陶芸そして和紙
などは、かつては地域の風土や生活文化と深く繋がっ
ていた。モンペの歴史を調べると東北地域で発達した
作業着としてのモンペは、第 2 次世界大戦頃に全国の
女性が着物の上に履く袴形式の衣服になった。会津若
松では、モンペはオシャレ着でサルッパカマが作業着
として認識されていたそうだ。
　柳は民藝品とは「一般の民衆が日々の生活に必要と
する品」を指すと定義しており、その特性は「 1 実用
性、 2 無銘性、 3 複数性、 4 廉価性、 5 労働性、 6
地方性、 7 分業性、 8 伝統性、 9 他力性（注9）」である。
モンペは民芸品なのか。モンペは産業というよりも、
各家庭で着物をほどいて作られており、手作業である。
　実用性、無銘性、複数性、廉価性、地方性、伝統性
などは当てはまっていると言える。モンペが全国に広
がった時、地域で呼び名や形が少しずつ異なっていた。
現在、量販店などで安価に販売されているモンペは、
現在のパンツのパターンと従来のモンペのパターンが
融合されて作られている。
　筆者が研究室で開発してきたmompekkoは、久留米
絣の工場（大刀洗市）で素材から織っている。マシー
ンメイドであるが、かなり手作業的な領域に近いもの
である。久留米絣の里にある合資会社ロォーリングで
は、伝統的なモンペを作っており、直線裁ちを使って、
なるべく無駄な布が出ない構成を採用している。伝統
的には裁ち落とす部位の布を臀部や前膝に縫い合わせ
て、作業着としての丈夫さを表している。
　研究室で開発してきたmompekkoは、コンセプトを
微妙にずらしているので毎年パターンを改良している。
中でも、少量生産のためにコストが高くなるので、実
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際の農作業には量販店のものには勝てないのだ。それ
故に、田植フェスティバルなどには有効であるが、多
くの場合には部屋着、街着そしてヨガ用などとして開
発している。制作によって出た端切れは、手ぬぐいの
端の装飾や小物の開発をして、残り布を有効に使って
いる。

（５）地域資源の連携と共創
　スーパーグローバル・ファッションワークショップ
2019に、海外のゲストとともにワークショップを実施
した「草衣so-i」と徳地の手漉き和紙の工房「千々松
和紙工房」（屋号は千々松紙工）で別々に素材作りを
した。そこで、前者を主宰する大道竜士と後者を主宰
する千々松友之は交流があると聞いたので、藍染めの
和紙や名刺などオリジナルな和紙の注文をして、別の
作品に使用した。
　こうした連携による創造が繰り返されることによっ
て本来、行なわないような技術やそれを使用した商品
が生まれて来るのは非常に新鮮である。地域の活動や
生活の中で人と人、人とものの交流が活発になること
で、地域ならではの産業が発展するのではないかと期
待している。
　また、現在進行形である防府市野島の地域づくりの
活動では、防府市の富海は藍染めを中心に農業から商
品開発までを行なっている。一方、同市の野島では愛
称が茜島なので、筆者は茜色をキーとしてブランディ
ングする提案を地元や行政に対して行っている。そこ
で、学生が大道に茜染めの手ほどきを受け、何度か訓
練をした後で野島住人に対して茜染めのワークショッ
プを実施した。
　地域資源を点で考えるのではなく、防府市なら富海
と野島においてそれぞれ染織工芸で地域振興をしてい
くことで、認知度が高まるばかりではなく、創造的な
可能性が広がるのである。
　このようなプロセスを経て、実際にスーパーグロー
バル・ファッションワークショッップ2019の 3 点の作
品は、藍染めと茜染めの布、徳地手漉き和紙、および
デニムを用いて制作された。デニムは岡山や広島が産
地として有名であるが、山口はデニム加工やファッ
ション製造面での拠点であった。それ故に、2000年か
ら2009年の10年間、デニムをテーマとしてファッショ
ンデザインコンテスト「ジャパンファッションデザイ
ンコンテストin山口」が開催された。
　2006年に山口県で開催された第21回国民文化祭にお
けるファッション振興実行委員会は、デニムを取り上
げて山口市を舞台に多くのプロジェクトを開催した。

山口県はデニム加工を地域資源として認定した。地域
の商店街やあちらこちらの施設でデニムに関するイベ
ントが繰り返されたために、地域ではデニムファッ
ションは山口の特徴あるものだという認識が浸透した。
　上記の背景故に、ラップランド大学で行なわれた
ワークショップでは必ずデニムを持参し、メインの生
地として使用してきた。

（６）だれでも気軽に取り組めるアートから熟練のアートへ
　絵を描く行為、染織する行為は大げさな装置や機械
がなくても、だれでもが取り組める表現手段としての
側面がある。もっとも、商品として世の中に出して行
くためには、熟練が必要でありプロ的な技術やものづ
くりの思考が必要である。
　しかし、プロの伝統工芸の世界はあるが、一方で誰
でも身近な素材を用いて手軽に染めることができる、
あるいは段ボールで織物を作ることもできるのだ。地
域資源のレジリエンスは、まずは地域の人々が気楽に
始められることも大切である。プロの職人と普通の住
人が共同して行くことで、地域固有のものづくりが発
展する。
　元々あったものを復興する、あるいは日本の地域で
伝統手工芸として行なわれてきたものを移植して新し
い地域の伝統工芸とするためには、地域の人々の心に
やる気の火を付ける必要がある。地域愛というか地域
のコミュニティから生まれて来る共感あるいは創作の
ためにコミュニティを作り活動して、慈しみ育てて行
こうと長い目で継続して成し遂げようとする意志が必
要である。
　先導するプロとそれに共感して協働する地域住人の
関係が構築されること、そこに外者の情熱や行動が加
わることで、地域資源のレジリエンスは高まるのでは
ないかと考える。

（７）内側の継承者のレジリエンス
　徳地手漉き和紙は、山口市の地域おこし協力隊と地
域住人のグループによって、新たな活気が生まれてい
る。前者は先祖から伝わる手漉き和紙を継承するため
に大阪から帰ってきた千々松友之の「千々松紙工」と
東京から移住してきた「徳地和紙ワークス」を立ち上
げた船瀬春香がいる。
　そして、地域住人が作った組織に「山口とくぢ和紙
振興会 結の香」がある。当初は、この組織に上記の
地域おこし協力隊として入ってきた千々松と船瀬も参
加していたが、現在は独立して起業している。
　ここでは、伝統の継承者としての個人と地域住人の
組織のレジリエンスについて述べたい。千々松は筆者
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のインタビューに答えた。「子供の頃からいずれは自分
が祖父から続く紙漉きを継承するだろうと考えていた
が、サラリーマンを終えてからと考えていた。」実際
は、山口市が徳地観光協会（現一般社団法人山口観光
コンベンション協会徳地支部）と筆者の研究室がまち
づくりの活動を受けて、総務省からの助成制度を当て
たために、大きな徳地和紙振興のプロジェクトが行わ
れ、地域おこし協力隊にさらなる活性化を担ってもら
おうということになった。
　このプロジェクトの結果、地域の人々が結の香を立
ち上げ、千々松と船瀬が地域おこし協力隊として徳地
にきた。千々松哲也が紙漉き、山内幸彦が紙漉きもす
るが原料を製造することが主な仕事として行なってい
た徳地和紙の現状に、新しい風を吹かせた。
　特に千々松哲也が高齢で80代になっていたために、
山口市も後継者問題を心配していた。現在は、上記の
ように千々松友之と山内を含む結の香（木村和枝が現
在の会長）が、内側からのレジリエンスを高めるべく、
ビジネス、地域の子供達の人材育成、まちづくりなど
の活動を行い、個人的な継承から山口市のまちづくり
へと広がっている。
　前項では外の力について述べたが、これは触媒とし
ての効果がある。もっとも、富海に住み着き工房を開
設した大道竜士のように定着した者の力も大きい。富
海では伝統的に藍染めがあったのではなく、一人の作
家が作ったグループから発展したものである。
　徳地の場合には歴史を遡ることができる古い伝統工
芸であり、地域内の人々の精神的なアイデンティティ
ともなるような対象である。それ故に、地域住人の活
動は地域への誇りの再生としてのレジリエンスを高め
るものである。
　さらに、英語力の高い船瀬は海外からのワーク
ショップ参加者に対して、流暢な説明をすることが可
能である。千々松和紙工房との連携によって、インバ
ウンドのデスティネーションの受け入れ準備は整って
いる。外の力と内の力のコラボレーションによって、
新たな可能性が導かれている。
　徳地和紙のレジリエンスは着実に高まっているが、
経済的な活動が活発にならないと継続性があやうくな
る。この点に対して、見届けたいと考える。

第 2 章　スーパーグローバル・ファッション
ワークショップSGFWS 2019 について

（１）SGFWSの背景
　山口県立大学における服飾デザインに関する国際的

なワークショップは、2009年からラップランド大学に
企画デザイン研究室の学生を連れて訪問し、現地の教
員と学生とともに実施したことに始まっている。そし
て、山口県立大学では、ラップランド大学から毎年の
ように教員が来山し、プレゼンテーションを受けてき
た。
　2016年からは双方向でワークショップを毎年行って
いる。このワークショップをスーパーグローバル・
ファッションワークショップと命名した。2016年はフ
ランス、フィンランド、中国そして韓国の 4 カ国の学
生と教授を招聘した。 2 年目の2017年、 3 年目の2018
年はフィンランドに加えて、ハワイの学生と教員が参
加した。
　ここでは2019年度を事例としている。今年度はフィ
ンランドのラップランド大学からアナ・ヌウティネン
Ana Nuutinen教授と学生 1 名（テキスタイル専攻 1
名）が参加した。アメリカ合衆国のハワイ大学マウイ
カレッジからは、日系 3 世のシェリル・マエダCherly 
Maeda准教授と、学生 2 名（ハワイ出身とプエルト
リコ出身）が参加した。ラップランド大学と11年目、
ハワイ大学マウイカレッジとは 3 年目の交流となる。
　企画・プロデュース・運営は水谷由美子が担い、上
記教員とともに指導を行なった。学生の運営リーダー
は髙橋潤一郎が担当した。　
　今回、伝統工芸の工房で以下のような進展が見られ
たことは特筆に値する。先の 3 年間は、手漉き和紙、
本藍染め、デニム加工などの体験から行い、服飾作品
のための素材作りのWSへと発展させてきたが、今年
度は 4 年目ということもあり、ワークショップは試す
段階から、実際の作品製作のための素材作りについて
参加者自らが製作することができた。

（１）SGFWS 2019 の手法
１）サービスデザインの手法を取り入れたデザインプ
ロセス
　過去 3 年間に渡り行ったWSでは、 5 日間の日程の
中で、 2 日間は地域の伝統工芸の体験や、地場産業で
の研修、日本の伝統建築の見学などを行なった。残り
の 3 日間で、サービスデザインの手法を用いてデザイ
ンした作品を制作した。本WSにおけるサービスデザ
インによる制作手法とは、①メインテーマからグルー
プテーマを決定する。②グループテーマに基づきリ
サーチとペルソナの設定およびムードボードを制作す
る。③デザインスケッチを行い、デザイン画を決定す
る。④前半 2 日間で行なった研修や体験の場で作られ
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た素材を活かして、制作を行う。素材は主にデニム生
地、徳地和紙、藍染を使用する。主に以上の 4 工程を
経て進められた。
２）デザインプロセスにWEBミーティングを導入
　さて、前述した過去 3 年間の経験を踏まえ本年は、
新たな試みにも挑戦した。それは、インターネットを
利用し、海外ゲストが山口に来る前にWEBミーティ
ングで①〜③までの工程を行う事である。本年はWS
の期間が2019年10月 7 日から11日の 5 日間で、WEB
ミーティングは、2019年 9 月より開始した。方法とし
て、初めはメールを使ってWEBミーティングをする
日を打ち合わせ、実際のWEBミーティングはskype
を利用して行なった。初回skypeミーティングは 9 月
10日にフィンランドのラップランド大学、アメリカ合
衆国のハワイ大学マウイカレッジと本大学 3 大学を繋
げ、参加者全員で行なった。それ以降は、グループを
3 つに分けそれぞれにWEBミーティングを行なった。
グループは、ラップランド大学の学生と本学学生が 1
グループ、マウイカレッジ学生と本学学生が 2 グルー
プである。
３）WEBミーティングの採用とその成果
　本企画デザイン研究室でも初めての試みであるイ
ンターネットを活用したWEBミーティングによるグ
ループワークは、有効であった。以下で、この事例を
紹介しながら成功点、改善点を述べる。
　成功事例としては、ラップランド大学学生とチー
ムを組んだグループ（以下グループA）が挙げられる。
グループAでは、メールにて初回のWEBミーティン
グ前に用意しておくべき事をあらかじめ連絡した。 
　工程①ではグループテーマを決める。その過程とし
てブレインストーミングを行い、キーワードを書き
出すという手順を本WSでは踏むが、事前連絡でお互

いがキーワードを持ち寄った状態で初回のWEBミー
ティングが進行できたことは素晴らしかった。
　この打ち合わせ中にも、お互いのパソコンのカメラ
を窓に向け、フィンランドと山口の景色の違いなどを
確認しながら話し合いが出来たことは、次回行程②へ
繋げるための良い布石となった。そして、グループ
テーマを決めたグループAは次回ミーティング日程を
決め、ムードボード用の画像をそれまでに用意してお
く事を決めて初回ミーティングを終わらせた。 2 回目
のミーティングも事前準備が整っていたので、初回よ
りも短い90分程度で、しっかりとムードボードへ貼り
付ける画像を決めるところまで完了した。ムードボー
ドは本学学生が後日完成させた。 2 回目のWEBミー
ティングでは、工程③のデザインスケッチをお互い
に持ち寄るという事を伝えた。最後には親しくなって
いて、次は日本で会える事が楽しみだと挨拶し合った。
このAグループの成功には、まず本WS WEBミー
ティングにおけるタスクの事前伝達が出来た事、連絡
のメールがお互いの携帯電話で確認ができ、意思の疎
通が早かったことがある。次に、初回ミーティング
において、そのタスクの意味をラップランド大学学生
へ補足説明できたこと、また相手の意思を理解しこち
らの意思を伝えられる英語力を持った本学学生がAグ
ループにいたことが要因として挙げられる。
　マウイカレッジの学生と本学学生との 2 つのチー
ム（以下グループB・C）には改善点があった。この
2 グループは、結果としてWS初日に予定していたグ
ループテーマとムードボードの作成まで完成できてい
なかった。その要因として、事前連絡の不具合があっ
た。ラップランド大学の学生と違いマウイカレッジの
学生は、携帯端末ではなく大学にあるデスクトップ端
末でメールを受けていたため、相互連絡のタイムロス
が大きかった。これは先方の利用機器を事前確認しな
かったことが原因と思われる。携帯端末へ連絡の取れ
るアドレスなどの確認をしていれば防げた事例であっ
た。もう一つの要因としては、サービスデザインを
使用した服飾デザインの手法が、先方に上手く伝わら
なかったことがある。本学学生の英語力不足も過分に
あるが、本WSの手順が元々ラップランド大学ととも
に開発してきたものだからだ。デザイン手法や手順が
異なるマウイカレッジの学生に説明することは比較的、
困難だった。
３）成果と今後の課題
　以上 2 つの事例を受け、グローバルな環境で共創す
る上で、参加者は自身の専門分野の事が理解でき説明図 1　電子メディア活用によるWEBミーティング
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できる英語力を身に付けておく必要があること、また
事前連絡で本WSの工程をしっかり説明すること、先
方の使用機器の確認をすることが重要であることがわ
かった。また、WEBミーティング自体は上手く行か
なかったが、メールでのやり取りで言葉を交わしてい
たため、その後のWSの工程は前年度よりもスムーズ
になっていた。改善すべき点が明確になり、初回の試
みとしては全体的には成功と言えるのではないだろう
か。尚、完成した 3 グループの作品に関しては、第 3
章にて後述する。

（２）SGFWSと地域資源のレジリエンス
　先の 3 年間にも行ってきた手漉き和紙、本藍染めな
どの体験や、地域の文化財や工場などの見学を本年も
引き続き行った。前年度までは、 5 日間のWS期間中
2 日間を使って行っていたが、本年はその日程を 1 日
多くし 3 日間とした。その理由として、はじめにで
語った地域伝統工芸の工房をインバウンド観光のデス
ティネーションとするための可能性を探るためである。
本年は2019年10月 7 日に防府市富海にある藍染め工房
「草衣 so-i」にて藍染のWSを行った。 8 日に山口市
徳地の「千々松和紙工房」で手漉き和紙の研修と体験
を行った。 9 日は、柳井市「西蔵」で柳井縞の織物体
験を行い、下松市「サロン・ド・エミール」で着物の
試着を行った。これらの工房やサロンは、研究代表の
水谷が以前より親しく交流してきた経緯もあるが、価
値ある活動をしている点で選んだ。
　しかし、本年は特に2019年 4 月、共同研究に参加
している髙橋も、公益財団法人東芝国際交流財団の
Japan-Insights Exploring Expert Experiencesへ記事
を掲載するために来山したMarjatta Heikkilä-Rastas
氏に協力した。前述の場所を案内出来たことも選出に
至った理由の一つである。この案内が、水谷にインバ
ウンド観光のデスティネーションとして、これらの工
房が磨かれて、地域資源のレジリエンスが高まるので
はないかと考えさせられたからである。次に、具体的
にそれぞれの場所でどの様な研修、体験が出来たかを
振り返る。 
１）藍染め工房「草衣 so-i」
　2018年に続き防府市富海の藍染め工房「草衣 so-i」
に出かけた。主宰の大道竜士は、防府市地域おこし協
力隊の 3 年間の期限を終えて、富海の古民家を改修し、
昨年この工房をオープンさせた。大道は藍を植物から
育てており、染め方も天然藍灰汁発酵建てで行ってい
る。染める素材や色の定着材などの材料もケミカル物
質を使わずに自然な技法で行なっている。海外ゲスト

と本学学生達は、乾燥させた藍の葉やそれを 2 〜 3 ヶ
月発酵させた藍染の原料である「蒅（すくも）」の実
物を見ながら、大道からの説明を受けて理解を深めて
いた。 
　染め始めてからも、地面に藍甕が埋まっていること、
甕の一つが五右衛門風呂を利用していることなど新た
な体験に感動していた。「藍は生き物であり、毎日温
度管理と攪拌をして空気を送り込まないと、中の微生
物が死んでしまい藍も死んでしまう」という説明を聞
いて、藍染職人の仕事つまり伝統を維持継承すること
の大変さに参加者が感心していた。
　WSが終わりに近づき、自分たちの作品用の生地が
染め終わってくると海外ゲスト、特にマウイカレッジ
のマエダ准教授から、「WSは何人対応可能か？　予
約は必要か？　期間はどのくらい可能か？　近くに宿
泊施設はあるのか？」など、具体的なインバウンドに
関わる質問も出ていた。 
２）「千々松和紙工房」
　千々松和紙工房で海外ゲストを最初に驚かせたこと
は、非常に流暢な英語で説明が始まったことだった。

図 2　藍染めの準備　写真手前は蒅蒅（草衣にて）

図 3　藍がめにて染色（草衣 so-i にて）
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説明をしたのは山口市地域おこし協力隊に参加して、
千々松工房を手伝っている船瀬春香である。 
　和紙の原料となる楮（こうぞ）や三椏（みつまた）
の乾燥させた皮を見た後は、実際に植わっている畑を
見学した。海外ゲストは、和紙の原料とは関係ない、
日本の田舎の畑で育てられている白菜や大根にも大変
興味を持っていた。三椏の畑近くに埋まっている状態
の釜があった。これは三椏の皮を剥ぎやすくするよう
に、蒸すために使用していると説明を受けた。 
　工房の母屋の軒下には、原料の繊維を柔らかくする
ための別の釜があり、小屋裏の原料を乾燥させるため
の場所と合わせて、和紙づくりを行う古民家の合理性

について学んだ。一通りの説明が終わった後に、和紙
漉き体験を行った。
　簀桁（すけた・和紙を漉く道具）が思った以上に重
いことや、舟水（和紙の原料が混ぜられたもの）は楮
や三椏の繊維とトロロ（トロロアオイという植物の根
から作られるのりの作用をするものでネリとも呼ばれ
る）と呼ばれる繋ぎを混ぜたものだと学んだ。特にハ
ワイ マウイカレッジのゲストは、トロロアオイの花
を実際に畑で見てハイビスカスの花によく似ているこ
とに驚いていた。 
　筆者が後日調べたところ、ハイビスカスもトロロア
オイもアオイ科の植物であった。この手漉き和紙体験
では葉書サイズの和紙を作成したが、海外からのWS
参加者はサイズの割に均一に漉くことの難しさや、出
来上がった和紙に圧力をかけて脱水するために、 1 枚
1 枚を真っ直ぐに重ねる難しさについて身を持って知
り、それ故に和紙職人の熟練の技の偉大さを理解した
ようだった。
３）「西蔵」
　柳井市の「西蔵」は、元々大正時代末期に醤油蔵と
して建てられたものであり、昭和55年頃まで使われて
いた。平成13年に改修工事を受け、現在のギャラリー

図 7　手漉き和紙の実践（千々松和紙工房にて）

図 8　原料を煮る釜（千々松和紙工房にて）

図 6　三椏畑の見学（千々松和紙工房隣の畑にて）

図 5　楮の見学（千々松和紙工房の畑にて）

図 4　徳地の手漉き和紙とその背景の説明（千々松和紙工房にて）



― 37 ―

山口県立大学学術情報　第 13 号 〔大学院論集　通巻第 21 号〕 2020年 3 月

と体験工房として生まれ変わっている。その美しい木
造平屋建・白壁土蔵造りの建物に、海外ゲストは感心
していた。柳井縞の体験は、高機（たかばた）を使用
したが、踏み木に乗せた足を踏み替えて、杼（ひ）を
通し、筬（おさ）を打ち付け、また足を踏み変えると
いう一連の作業に、ゲストたちは四苦八苦しながら柳
井縞でコースターを織った。 
　ワークショップ後に西蔵から駐車場まで白壁のある
通りを歩いたのだが、幸運なことに結婚式の前撮りに
出くわした。古式の白無垢、角隠しに身を包んだ花嫁
と紋付袴の花婿の姿は、海外ゲストにとってまたとな
い体験となった。また、近くの竹細工を製作販売して
いる店舗にも、海外ゲスト達は大変興味を示した。
４）「サロン・ド・エミール」
　本学大学院の修了生でもあり、国際美容文化研究所 
所長の西脇末美が代表を勤める「サロン・ド・エミー
ル」は、下松市の複合商業施設の一角にある。ここで
は西脇の好意で着物の着付け体験を行なったが、体験
前に食事で立ち寄った回転寿司店も海外ゲストにとっ

て心踊る体験になっていた。着付け体験は、初めに半
襟（本来は襦袢についている、ここでは襦袢からの着
付けを割愛するための仮襟）をつけ、着物を羽織り、
腰紐で仮止めし、重ね襟を入れ、帯を締め、飾り帯を
作るという行程で行った。
　最後には、ヘアメイクをし、髪飾りをつけ、草履を
履いてサロンに併設されたフォトスタジオで写真撮影
も行った。着付け体験中、西脇より着物の説明も髙橋
が英訳しながら受けたが、着物の柄に一つ一つ意味が
あることや、振袖は未婚女性が纏うこと、留袖には五
つ紋があり祖先が着用者を守っていることなどの説明
を興味深く聞いていた。 

（３）まとめ 成果と課題
　上で述べたように、今回のデザインプロセスにイン
ターネットを利用した事前のWEBミーティングを初
めて行い、その効果を確認できた。また、インバウン
ド観光のデスティネーションで地域資源のレジリエン
スを試みた。
　WEBミーティングによってメンバー相互の関係が
WSの前にできていること、テーマやイメージのコン
センサスが取れていることによって、スムーズにWS
が始まったことは非常によい実験となった。
　ハワイの学生は個々に好みのソフトを用いて日常の

図 9  乾燥したトロロアオイの根（千々松和紙工房の畑にて）

図 12　高機での柳井縞コースター織り（柳井西蔵にて）

図 10　トロロアオイの花（千々松和紙工房の畑にて）

図 11　高機での柳井縞コースター織り（柳井西蔵にて）
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コミュニケーションをしており、当初、連絡を取りに
くいということがあった。このことから、それぞれの
国事情、若者事情のリサーチが必要であることもわ
かった。
　また、連絡が可能な時間帯の課題がある。WEB
ミーティングの場合には、時差を考慮に入れ、 3 カ国
のプランが難しかった。その点、インターネットで
メールによるコミュニケーションは時差を超えられる
ので、非常に便利だと改めて認識させられた。
　来年は本年の改善点を踏まえ、成功事例であるラッ
プランド大学学生とのコミュニケーションを参考にし
てWSに活かしたいと考える。後述する本WSの作品
制作においても、県内各地を回った体験・研修は多大
なインスピレーションを参加者に与えた。具体的には、
グループ 1 では作品の中で柳井縞の織りから着想を得
て、ストールを編んで作成していた。実際の制作時間
は 2 日間しかなかったが、WEBミーティングと前日
のWSで培われたチームワークで素晴らしい作品が出
来上がった。筆者も制作された作品群の完成度が年々
上がっていることを実感している。

３章　アグリアート・フェスティバル2019について
（１）アグリアート・フェスティバル2019の背景

図 15　ハーブ植えの様子(東後畑の棚田にて)

　アグリアート・フェスティバル（以下ではAAFと
記す）は2013年から始まり、長門市との共同でAAF
実行委員会を毎年立ち上げ、継続してきた。今回、 7
回目となるAAF2019は最後の取り組みの年となった。
　AAFの開催目的は 2 つある。 1 つ目は長門市油谷
にある東後畑地区の棚田のブランディングである。日
本の棚田百選に選ばれている東後畑の棚田の景観維持、
発展に貢献できるよう長門市の地域の方々との交流を
通して取り組んできた。
　 2 つ目は若者に農業文化への興味、関心を持っても
らうことである。農業とファッションを融合させた新
しい農業スタイルを提案するファッションショー、農
ガールコレクションを行い、ファッションの面から農
業をアピールしてきた。
　今回、2019年10月13日にルネッサながとにて、第25
回全国棚田（千枚田）サミットin山口県長門市の開催
に合わせ、全国から集まった参加者の方にAAFの集
大成として発表する形となった。またサミットのプロ
グラムの 1 つとして、これまで長門市と企画デザイン
研究室が共同で取り組んできたAAFの 7 年間につい
て発表する機会を得た。

（２）現状とテーマ設定
　東後畑の棚田は高齢化や後継者不足に伴って、耕作
放棄地も見られる。棚田を継承していくことは、美し
い風景や農業を守るだけでなく、地域活性化や生態系
の保全にも繋がる。
　AAFが始まった2013年頃には棚田で自然栽培米の
栽培が行われており、毎年御田植え祭や、収穫祭の稲
刈りに企画デザイン研究室で参加している。実際に農
作業の体験を行なったり、農業者の方の声を直接聞い
たりすることで、商品開発やファッション制作のアイ
デアを得るきっかけになっている。

図 14 フォトスタジオで記念撮影（サロン・ド・エミールにて）

図 13  着付け体験（サロン・ド・エミールにて）
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　今年は新たな取り組みとして、長門市と NPOゆや
棚田景観保存会の方々で再生した棚田を活用し、ハー
ブ植えを行なった。植えたハーブはジンを作るために
使用され、 6 次産業への取り組みに発展していくとこ
ろである。耕作放棄地を開拓し、棚田の景観が再生さ
れていくことの重要性や可能性を感じる機会となった。
　今回テーマを設定するにあたり、棚田の美しい風景
の再生を願い、明るい未来をイメージした「光の棚
田」をAAF2019の全体テーマとした。
　また、長門市とのミーティングにおいて、農業の後
継者不足や少子高齢化の視点から移住者を増やしたい
という思いを受け、昨年に引き続き移住者のための農
作業着の提案を行なった。

（３）制作作品について
１）光の棚田
　「光の棚田」をテーマとしたAAF2019ファッショ
ンショーにて発表した作品について述べる。
　まず、光の棚田を象徴する作品として、「Amaterasu 
or Demeter」を水谷由美子が発表した。稲作を始め農
業と関わりの深い、日本の女神アマテラスと古代ギリシ
ア神話の女神デメテルから着想した。本体のドレスは、
着物のパターンと古代ギリシアのキトンのフィビュラを
使う技法を取り入れた。素材はラオス産の手織りの絣
生地で、日本でモンペなどに用いられる絣柄と類似し
ているために用いた。また、華やかさや光の階調を表
現するために、金糸が用いられた金襴を使用し、裏地
には赤い金襴を用いて、内部から光が漏れてくるよう
な演出をするデザインを考えた。
　モデルは長年、共同研究をしてきた安倍昭恵夫人で
あり、光の棚田を象徴するにふさわしいパフォーマンス
を行った。
　続いて、下川まつゑが徳地和紙を用いたアート作品、
「夜明け」「日の出」を制作した。テーマである光と
いうワードから、生命の根源である太陽が着想源であ
る。「夜明け」の作品には和紙に藍錠染めを施し、淡
い空の色を表した。「日の出」の作品は揉み込んだ和
紙の風合いを残し、日の丸を象徴的に表現した。どち
らも中に着用しているワンピースのウエスト部分や上
着の裾には紐を通しており、縛ることでアジャスタブ
ルに着用可能である。ショーでは今回特別ゲストと
して参加した芹那と我妻マリが着用した。芹那はパ
フォーマーとして、我妻は国内外で熟練したプロモデ
ルとして、会場を圧倒するパフォーマンスを見せた。
作品のイメージがモード的な特徴を見せた。

２）SGFWS2019制作作品 　
　前章で述べたワークショップを経て、 3 グループに
分かれて作品制作を行い、ファッションショーにて
発表した。共通のテーマは「Color in nature」である。
素材は、徳地和紙、茜染した生地、ワークショップに
て染色した藍染の生地を使用した。各グループの制作
作品について紹介する。
　グループ 1 のテーマは「BLUE HOUR」である。制

図 16「Amaterasu or Demeter」
　　　デザイン　水谷由美子　　モデル　安倍昭恵

図 17「夜明け」
　　　 デザイン　下川まつゑ　　モデル　芹那
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作者は山本成美、角谷優華、升田有紀、髙橋潤一郎、
Emma Maria Johanna Napar（Fin）である。
　Color in nature のテーマを受けて、自然の色と人工
的な色の違いは何かと検討しそのひとつに、同じ色が
なく全てが異なっている（all difference）ことを頭に
置き、日の入り後空全体が濃い青色に染まる時間帯で
あるブルーアワーを服飾作品で表現しようとした。ブ

ルーアワーから、街全体が眠りについていくイメージ
をグループとして持ったため、sleepもキーワードと
して取り入れた。リラックスしたシンプルな形のワン
ピースにソフトな素材を組み合わせ、またオリジナル
テキスタイルや藍染の異なる濃さの青色の布をもちい
て、自然の中にある青色を表現した。
　グループ 2 のテーマは「Living  in Colors」である。
制作者は鈴木沙江、中村結菜、本田真悠、矢吹毬衣、
Aura Bridger（Hawaii）である。
　Color  in natureというテーマから、日本でフラダンス
を教える女性をペルソナに設定し、ウェディングドレス
を制作した。日々活動的に生活しているペルソナに合わ
せ、クールなイメージのデニムパンツスタイルに、色味
も一般的な純白のドレスではなく鮮やかな赤色を使用し
た。染色には茜染めを使用し、強かでありながらも優し
い女性らしさを感じさせる人物のイメージを表現するよ
うに工夫した。また、ペルソナの女性が大好きなプルメ
リアの花を和紙で制作し、装飾した。
　グループ 3 のテーマは「Kawaiola（Water  is 
Life）」である。制作者は石川瑛理奈、藤本めぐみ、
林于玲、田村奈美、Wainani Wandt（Hawaii）であ
る。
　テーマから日本の自然とハワイの自然をイメージす
る画像を選び出した。そこから共通点を探した結果、
水を連想させるものが挙げられ、Water is life という
意味であるKawaiolaというグループテーマに至った。

図 19　グループ 1 の作品「BLUE HOUR」 図 20　グループ 2 の作品「Living in Colors」

図 18「日の出」
　　　デザイン　下川まつゑ　　モデル　我妻マリ



― 41 ―

山口県立大学学術情報　第 13 号 〔大学院論集　通巻第 21 号〕 2020年 3 月

素材作りでは、デニム生地を筒に巻きつけて、たく
しあげ、しわを寄せてブリーチすることで模様をつけ
た。これは藍染めのワークショップで学んだ技法をデ
ニムに応用したものである。浮かび上がった模様は水
の流れを表現した。また、シーチングを茜染する際に
も、折り紙染めの技法を用いて同様に表現した。ケー
プには泥染めで茜色に染色した和紙を使用している。
また、全体のデザインは、ハワイの滝から水が流れる
様子を表現し、素材が活きるようなデザインにした。

図 21　グループ 3 の作品「Kawaiola（Water is Life）」

（４）移住と農作業着
　ファッションショーが行われた長門市では1975年〜
1980年をピークに人口が減少し、高齢化率（65歳以上
人口比率）も39.7％（H27年）、地域によっては45％
以上と年々上昇している。この人口減少・高齢化問題
を解決するために、長門市では地域外からのUJIター
ンの定住化支援政策を行っている。昨年に引き続き、
この「移住」という地域の課題解決をテーマに、今回
もIターンやUターンで移住してきた人達が着る農作
業着という想定でペルソナを設定し、ゼミのメンバー
を大学院生（ 2 名）と学部生（ 3 年 6 名、 4 年 4 名）
で 3 グループに分かれて制作した。
１）グループ 1 のテーマは「ナチュラル＆ヘルス」で、
メンバーは大学院生の髙橋潤一郎と田村奈美である。
　ペルソナは地方出身の夫婦で、高校卒業後に故郷と
は環境が異なる関西の芸術系大学へ進学。夫の専門は

染色、妻の専門はテキスタイルデザイン。先輩と後輩
の二人は在学時からの交際を実らせ、卒業後一年で結
婚。それぞれ関西の企業へ専門を活かして就職。妻は
結婚を機にSOHOにて仕事を始める。 2 児を授かるも、
小児喘息を患い田舎暮らしを考える。夫の、化学染料
ではなく自然素材で染色したいという夢もあり、山口
で募集された藍染を利用した地域おこし協力隊へ参加
し、移住を決める。現在は藍染めの原料である蓼藍を
自ら育てている。つまり、農業をも営み、100％自然
素材の染色活動を行っている。当作品は、その畑作業
をする時に夫婦で着用するために考案したものである。
　今回のペルソナにはモデルとなる夫婦がおり、実際
に地域おこし協力隊として山口県防府市の富海にて
「藍の郷づくり」における活動（藍の栽培、すくもづ
くり、染色、藍製品の商品開発・販路拡大）を行い、
地域おこし協力隊終了後に藍染め工房「草衣so-i」を
開いて活動している大道夫妻である。
　作品はテーマがナチュラル＆ヘルスという事で、男
女ともに染色は草木染めの藍染、素材も天然素材の綿
を使用した。藍染は大道竜士が行った。
　男性の縫製は山口ファッション＆テキスタイル研究
所Y-FATYの武永佳奈が行い、 2 人の共創となって
いる。シャツのデザインは藍染めで染めた様々な種類
の布をパッチワークしたものを使用した。動きやすさ
を求め、全体的にゆったりとした作りになっている。
　女性の作品はデザインに茜染や緑茶染めによる赤や
グレーの布も取り入れ、素材はオーガニックコットン
を使用した。上着は左右の胸部にポケットを付け、パ
ンツは動きやすいようにパターンを工夫し、膝上は前
後左右で 4 つの部分、膝下は前後左右と前膝部分の 5
つの部分にパターンを分割して制作している。膝の部
分は畑仕事で地面に膝が付く事を想定し、二重構造に
なっており、曲げ伸ばしに対応するため、ギャザーに
している。
　夫婦ということで、ペアルックになるように男女共、
パンツの上部をグレー、下部に藍染めの布を使用し、
色を揃えた。
２）グループ 2 のテーマは「ワーキング＆ファンク
ション」で、メンバーは学部生の石川瑛理奈、鈴木沙
江、藤本めぐみ、本田真悠、矢吹毬衣、林于玲である。
　ペルソナの夫婦は関西の大学時代に自転車サークル
で出会い、大学卒業後に結婚した。妻は出版会社、夫
はIT企業で働いていたが、夫が29歳の時にフリーに
転身。その際、旅行で長門市を訪れ、自然の美しい景
色に感銘を受け、 2 年後に大阪から長門市に移住して
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きた。近所に住む農家の方から野菜をおすそ分けして
もらったことから、夫婦で休日に時々畑作業を手伝っ
ている。天気が崩れる事も多い田植えの時期に、雨具
として、また、肌寒い時期には防寒具として使用する
ことができる農作業着をデザインした。
　農作業着はゼロ・ウェイストのコンセプトの元で考
え、直線裁ちを用いて廃棄する部分が少なくなるよう
にした。ナイロン素材を使用しており、ごわつきをな
くすために胸部に切り替えを施した。また、裏側も
すっきりさせるためにステッチしている。これらは見
た目をスタイリッシュにする役割もある。また、フー
ド部分、袖口、男性の農作業着については裾の部分に
ゴムを入れた。このことによって、長さの調節ができ
たり、長靴に裾を入れ込みやすくなったりしている。
　ペルソナの趣味であるガーデニングに使用するた
め、エプロンも提案した。エプロンの上の部分を取り
外し、普通のエプロンとしてだけでなく、下は巻きス
カートとしても着る事ができる 2 way仕様になってお
り、ガーデニングだけでなく、普段着としても使用で
きる。農作業着、エプロン共にベルトのついたミニ
バッグがついており、ガーデニング作業時に必要な小
物を収納でき、スマートフォンなどが作業中に落ちな
いようにファスナーで閉じるようになっている。
3 ）グループ 3 のテーマは「ハピネス＆ジョイフル」
で、メンバーは学部生の中村結菜、山本成美、角谷優
華、升田有紀である。

図 23　「ワーキング＆ファンクション」

　ペルソナの女性は長門市の農家で生まれ育ち、大学
在学中に北欧留学を経験する。そこで感じた豊かな暮
らしぶりやナチュラルな食生活、自然と調和したデザ
インを体感した。現在はUターンで地元、長門市で自
然栽培やハーブを育て、全国で販売している。彼女の
好みの柄をイメージしてデザインしたオリジナルテキ
スタイルを使用し、農作業着と販売着の提案を行う。
この農作業着から農のある暮らしのハピネスと自然と
共生することによる心から感じる喜びを表現している。
　作品のテキスタイルデザインは農作業着であるモン
ペや普段着、インテリアなどに多用に用いられている
縞模様（ストライプ）をアレンジしたデザインになっ
ている。ストライプを植物で表現する事で柄の大小で
印象を大きく変える事ができ、用途の幅を広げること
を目指している。ペルソナに合わせたモチーフ選び、
カラーをグループメンバーで検討した。
　作品のデザインは農作業着の機能性を持った服に
ファッション性を新たに加える為にモンペは腰ひも
をリボンのように結べるスタイルとサロペットの ２
ｗay仕様のデザインにした。モンペに合わせるトッ
プスがないといったリアルな声を元に、モンペと同じ
生地を使用したシャツをデザインした。袖口はゴムが
通してあるためたくし上げやすく、フェイクカフスで
お洒落な見た目になっている。ワンピースには異なっ
た向きでストライプを使用している部分がポイントに
なっている。

図 22　「ナチュラル＆ヘルス」
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図 24　「ハピネス＆ジョイフル」

（５）mompekkoと商品開発
　企画デザイン研究室では2013年から、おしゃれな農
作業着を目指してモンペッコの商品開発を行ってき
た。モンペッコは日本で伝統的に使用されてきたも
んぺを原型とし、オリジナルに染色した布を用いて
商品開発したものである。2014年には企画デザイン
研究室のサテライト研究室である有限会社ナルナセ
バからmompekkoレーベルを立ち上げ、「mompekko 
raita」の商品化を実現し、販売を行っている。毎年
縞のデザインやシルエットを変え、改良に取り組んで
きた。モンペッコの他にサロペットタイプの「サロ
ペッコ」やツナギスタイルの「ツナギッコ」もある。
　今年はAAF2019のテーマでもある、「光の棚田」
をイメージしたmompekko  tanadaを発表した。テキ
スタイルは2018年のmompekko motonosumiのデザイ
ンよりも縞柄の幅を細くした。理由として、太い縞柄
は日常に着用するには少し目立ちすぎて合わせにく
いという意見があったためである。また生地を裁断
する際の柄合わせがしやすいという点でも、細い縞柄
の方が比較的無駄がなく使用できる。形はmompekko 
motonosumiのシルエットを活用し、丈の長さはMを
2 cm、Lサイズを2.5cm長くした。色展開は、白、赤、
緑、藤色、黒の 5 色である。生地の織元と縫製は福岡
県三井郡大刀洗町にある合資会社ロォーリングに依頼
した。
　AAF2019におけるモンペッコのブース販売では、

図 25　mompekko tanada

図 27　mompekko tanada白 着用イメージ　　モデル：安倍昭恵

図 26　mompekko tanada テキスタイルイメージ
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過去のmompekkoの種類も含め17着の売り上げがあっ
た。その中でも特にmompekko  tanada黒が最も人気
であることが分かった。棚田サミットの全国からの参
加者が多く購入した。
　mompekkoの商品開発としては今回が最後となる
が、今後は有限会社ナルナセバを通してネット販売な

ど、販路拡大やマーケティングにも力を入れていきた
いと考えている。2019年からは、山口市のふるさと納
税お礼の品の対象にもなっており、福岡や東京などか
ら注文を受けている。山口県内だけではなく全国にも
mompekkoを発信していくきっかけに繋げていきたい。

（６）まとめ
　これまで、長門市の地域に実際に出向き、地域の産
公の方々との出会いや交流を通して地域に根付いた活
動を継続して行ってきた。AAFの 7 年間の集大成と
して、全国棚田（千枚田）サミットという大きな舞台
で発表ができたことは、非常に有意義であったと言え
る。
　今回、ハーブ植えの活動のように耕作放棄地であっ
た棚田を再生、活用する取り組みが少しずつ始まって
いる。同時に 6 次産業化へと発展していくことで、地
域をアピールするきっかけになり、他の商品との差を
つけることも可能である。
　ファッションショーにおいては、徳地和紙や藍染を使
用した作品制作に取り組み、山口の地域素材としての認
知を高め、衣服に活用する新たな可能性も提示できた
のではないかと言える。課題としては商品開発への展開
を想定した場合のコスト面が挙げられるが、顧客となる
ターゲットを設定し、ナチュラル志向の視点から捉える
ことで需要が生まれるのではないかと考える。

図 28　mompekko tanada黒 着用イメージ　　モデル：我妻マリ

図 29　mompekko tanada緑 着用イメージ　　モデル：芹那

図 30　mompekko tanada藤色　着用イメージ　　モデル：はるな愛
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　mompekkoの商品開発では 6 年目となり、シルエッ
トや色展開も含めこれまで様々な実験、改良を行って
きた。御田植祭や収穫祭など、年々多くの人に履いて
いただく機会も増え、その場の一体感や体験価値を生
み出すことができた。今後もモンペッコが定番として
残っていくものにしていきたい。
　今回のmompekkoの販売については例年よりも売り
上げが伸び、全国から棚田サミットに参加された方々
にも販売できたことは大変貴重な機会となった。また、
棚田サミットでの事例発表を行ったことで、モンペッ
コ開発の背景も伝えることができた点は非常に画期的
であった。
　AAFを続けていく中で、地域資源活用の可能性を
ファッションを通して発信していくことで有効的な手
法が得られた。しかし、地域活性化に繋げるためには
一時的な取り組みで終わるのではなく、持続可能な方
法が求められるのではないかと考える。

終わりに
　以上述べてきたように、山口県防府市、山口市など
において地域の伝統手工芸や産業は、現在、若者の手
によって再生中である。染織工芸のみならず、蛸壺を
陶器で製造する産業も消滅寸前で、ワークショップに
他地域から参加した若者によって継承されつつある。
　東京への一極集中という流れも決して止まってはい
ないが、地域創生の政策によって、地域の伝統手工芸
はかろうじて息を繋げている。
　上記でレジリエンスを再生する力と定義したが、今、
静かに地域資源は新たな局面を迎えている。山口県で
は山口アーツ＆クラフツという見本市的な販売を伴う、
展示会が14年間継承されてきている。ここでは、審査
を伴っており、全国からの参加も多いが、地域で活動
する個人やグループがチャレンジするという刺激の場
として機能している点で高く評価できる。
　第 1 章で都会の若者が自分の出自となんら関係のな

図 14 　アグリアート・フェスティバル2019フィナーレ

い地域に地域おこし協力隊として入って、公務員とし
ての仕事の卒業後、その地域に関わりがある文化、産
業、手工芸の継承、再生に貢献するために起業をして
いる現状と今後への可能性について述べた。
　また、筆者の研究グループは長年の間に山口県内の
長門市、山口市、防府市、岩国市、柳井市、萩市など
に入って、レジリエンスの触媒になって活動をしてき
た。　
　これらの活動は外者が故に持ちうる地域資源に対す
る客観的な視点、魅力を発見する力、地域愛からくる
再生へのアイデアなどがレジリエンスを高めていると
言える。
　また、海外の人々の地域工房での活動は、地域内外
から工房への他者の視点、あるいは異文化からの視点
が向けられることで、地域での工房の存在感が高まる
と考える。今後は具体的なインバウンドのデスティ
ネーションとしてどのように出会いを作っていけるか
などが問われる。
　一方、徳地に見られるように、地域内での後継者の
役割は大きい。個人と地域コミュニティの双方の力で、
徳地和紙のレジリエンスは高まっている。それは、外
からきた力とのコラボレーションが生まれて、インバ
ウンドデスティネーションとしての可能性が高まって
いるからである。
　SGFWS2019の一部のワークショップを実施した工
房については、東芝国際交流財団のネット上の冊子
であるJapan  Insightにおけるラップランド大学名誉
教授のマルヤッタ・ヘイッキラ・ラスタス Marjatta 
Heikkilä-Rastas の記事の中に、詳細が紹介されてい
る。連絡先なども記されている（注10）ので今後、出会い
が生まれ、よいワークショップの求めが海外から来る
ことを期待したい。
　また 7 年間取り組んできたAFFでは、地域の数え
唄と踊りの再生が行われた。高齢者と小学生がコラボ
レーションすることで、伝統が継承される機会となっ
たに違いない。筆者の研究室が新しい早乙女の衣装を
デザインしてモデルが一緒に数え唄のパフォーマンス
に参加できたことは、伝統を相対化する役割を果たし
た。
　さらに、炭焼きの商品開発を通じて生まれた地域コ
ミュニティは、地域住人とUターンの人々によるコラ
ボレーションであることが理解できた。そこにゼミ生
による若者の視点からの商品開発に貢献できたことは
意義があった。
　また、移住をテーマにして、地域内外の人の両面の
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立場から、長門の宇津賀地区や向賀津具半島の力を内
外にプレゼンテーションをすることができた。
　同時に、農ガールコレクションは地域の恒例の行事
として認識されて、多くの市民が継続的に鑑賞者とし
て来ていることは、一定の評価をすることができる。
　メッセージ性と娯楽性を合わせもつこのイベントは
一旦 7 回で終了した。
　今後はさらに地域のレジリエンスを高めるために、
地域の伝統文化のみならず、SDGsにも注目し、農業
とも関わりつつも、地球規模の問題を地域でどのよう
に活動できるかを検討し、新たな地域の個性や誇りの
創出がきるような活動を外者の視点から地域のレジリ
エンスに貢献していきたいと考えている。

注 1 　鞍田 崇 『民藝のインティマシー〜「いとお
しさ」をデザインする〜』　明治大学出版会、
2014、176−177頁。

注 2 　枝廣 淳子　『レジリエンスとは何か〜何が
あっても折れないこころ、暮らし、地域、社会
をつくる』　東洋経済新報社、2015年。

注 3 　中川 真　『アートの力』　和泉書院、2013年。
注 4 　株式会社気仙沼ニッティング（代表取締役　御

手洗瑞子）を指している。この会社は気仙沼を
拠点とし、手編みの商品を注文生産している会
社である。2012年 6 月にほぼ日刊イトイ新聞で
震災支援のプロジェクトとして始まり、2013年
6 月に株式会社として独立した。

注 5 　枝廣 淳子 前掲書、14頁
注 6 　枝廣 淳子 前掲書、 3 頁
注 7 　中川 真 前掲書、99〜105頁
注 8 　中川 真 前掲書、173〜195頁
注 9 　日本民藝協会「民藝」の趣旨−手仕事への愛情

http://www.nihon-mingeikyoukai.jp/about/
purpose/（2019/12/25取得）

注10　“Meeting Local Crafts in Yamaguchi,” Japan-
Insights Exploring Expert Experiences,
https://topics.japan-insights.jp/Public/pdf/
japan-insights_jp/topics/JIN_KimonoOrigami.
pdf, 25 Dec 2019
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